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袖ケ浦市郷土博物館の使命－そではく 35の展望－ 

 

はじめに 

袖ケ浦市郷土博物館（以下「袖博」という）は、昭和 57年の開館以来、袖ケ浦市域はもと

より、西上総の歴史・考古・民俗に関する資料を収集・保管・調査研究することで地域の個性

や特質を追求し、その成果を展示公開等で情報発信し、「市民とともに歩む」博物館を標榜し

てきました。 

平成２４年７月、開館から３０年の博物館活動を検証し、袖博が地域博物館として果たす

べき役割を４つの使命、６つの活動目標とその活動目標を達成するためのアクションプラン

として３０項目のあるべき姿を設定し、『袖ケ浦市郷土博物館の使命－そではく３０の展望－』

として、明示・公表し、点検・評価の基準として取り組んできました。 

博物館をとりまく社会情勢が変化する中で、袖博では『そではく３０の展望』の１０年の成

果を受け、開館４０周年の節目でもある令和４年度に点検・評価内容を確認・修正し、『袖ケ

浦市郷土博物館の使命－そではく３５の展望－』を提示しました。袖博が地域博物館として

果たす４つの使命を遂行するための７つの活動目標とその活動目標を達成するためのアクシ

ョンプランとして３５項目のあるべき姿を設定し、博物館活動の点検と評価の基準とします。 

 

１．基本目標－ひと・みらい・つながる博物館－ 

 袖博は設立当初から資料収集・保管・調査研究・展示公開・教育普及・情報公開などを着実

に進めてきました。また、博物館を取り巻く社会情勢をいち早く捉え、学校教育・地域連携・

市民活動の活性化と支援を行い、多くの有識者や市民の意見をもって、「市民とともに歩む」

博物館を実践してきました。さらに、博物館の社会的存在理由や社会貢献を明確にするため

の基本理念を基に「使命」を示し、博物館が「使命」を遂行するための７つの取り組みである

活動目標を展開します。 

 

２．基本理念－市民と共に歩み、地域の発展に貢献し、愛される博物館－ 

 袖博が市民活動の場となり、より一層「市民と共に」あり、「市民から必要とされる博物館」

でなければならないことを認識するために、地域博物館としての戦略を精査し、社会貢献に

取り組みます。 

 

３．使命 

(1)地域の文化的な個性を探り、継承し、その発信拠点となります。 

(2)市民の学習の場・知的交流の場となって、地域文化の向上につくします。 



(3)市民の生涯学習拠点としての安心・安全な施設を提供します。 

(4)博物館の社会的役割を意識し、地域に貢献します。 

 

袖博は、地域の資料を収集整理し、市民の共有財産として次世代に継承するとともに、調査

研究に基づいた常設展示の更新及び企画展・特別展を、市民のニーズも考慮しながら計画的

に行います。また、地域の学習・知的交流の拠点として、さまざまな情報を発信するととも

に、市民が博物館活動に参画しやすい体制を構築し、市民活動と一体となった博物館活動を

推進して、地域に貢献します。さらに、生涯学習の拠点としての快適な学習環境を整えるた

め、施設の現状を的確に把握して維持管理をはかるとともに、安全・安心で誰にも優しい施設

をめざし、以上の４点項目を使命とします。 

 

４．活動目標 

(1)地域の資料を守る －資料の収集と保管－ 

市史編さん事業で収集・管理してきた史料をはじめ、地域資料を継続的に収集整理し、市民

の共有財産として適正な環境で保存管理します。また、地域資料の散逸や棄損を防ぎ、保護す

るため、資料の情報・収集にあたります。 

 

(2) 地域を探り、発信する －調査研究と成果活用－ 

地域資料の調査研究を推進して、その価値や歴史的な位置づけを明らかにし、その研究成

果を市民の知的財産として公開・活用します。 

 

(3) 学習・知的交流の拠点になる－展示更新と情報発信－ 

地域資料を有効に活用した企画展や特別展を計画的に開催するとともに、市民のニーズを

考慮した常設展示の更新計画を推進し、利用者の多様な学習意欲に応えます。また、地域の学

習・知的交流の拠点として、さまざまな情報を発信するとともに、調べ学習や個人研究等の質

問・相談に対応できる体制を整えます。 

 

(4) 地域のつながりを活かす－市民参画と地域連携－ 

市民学芸員・友の会員を中心に、市民が博物館活動に参画しやすい体制を構築し、学びの拠

点として地域とつながる博物館を目指します。また、地域の学校と連携し、各種学習プログラ

ムを開発して子どもたちの学びをサポートするとともに、世代間交流を促進します。他の社

会教育機関・博物館等や地域の企業、ＮＰＯ等との交流・連携をより強化し、地域連携による

新たな価値や経済効果を発見・創造します。 

 

(5) 安心・安全な施設にする－施設の維持管理と来館者への配慮－ 

市民の快適な学習環境を整えるために定期的に施設の安全点検を行って施設の現状を把握

し、メンテナンス・修繕・改修等の計画を立てて維持管理をはかるとともに、安全・安心で誰

にも優しい施設をめざします。また、災害・事故に備え、博物館独自の危機管理マニュアルを

整備し、定期的に防災訓練を行います。 



 

 (6)博物館の社会的役割を意識する－地域への貢献－ 

常に博物館として地域から求められる役割を意識し、周辺の施設や大学・研究機関等と連

携して、立地を生かした魅力的な事業展開を図ります。周辺の遺跡や歴史文化遺産の把握や

解明のため、調査等ができるボランティアを育成し、市民と一体となった博物館活動を推進

します。また、博物館の持つ収蔵資料や情報・人材を活用し、市民の健康や福祉についても貢

献できるよう努めます。 

 

(7)博物館職員の個性を生かし、能力を伸ばす－自己研鑽と研修参加－ 

 魅力ある博物館活動推進に向けて、最新の情報を入手し、各自の専門性をより高めるため、

職員が研修に参加できる環境を整えるとともに、他機関の学芸員・研究者との交流や研究成

果の収集に努め、博物館の業務に還元します。 

 

５．あるべき姿（35の展望） 

(1)地域の資料を守る －資料の収集と保管－ 

①収蔵するすべての資料が市民の共有財産として認められ、適正な環境で保存管理されて

いる。 

②市史編さん事業で収集・管理してきた古文書類が適正に管理され、活用できる環境が整っ

ており、修復等が適正に行われている。 

③地域資料の散逸や棄損を防ぎ、保護するため、積極的に情報を集め、資料の収集にあたっ

ている。 

 

(2) 地域を探り、発信する －調査研究と成果活用－ 

④袖ケ浦のことなら何でもわかる博物館になっている。 

⑤市民のニーズについて定期的に調査し、これらを反映させた調査研究が継続的に行われ

ている。 

⑥地域資料に関する情報が集積し、収蔵資料に関する情報が常に更新されている。 

⑦地域の自然・環境に関する調査研究が継続的に行われている。 

⑧調査研究の成果が公開されている。 

⑨高度な博物館活動を担える新たな研究者や専門家といった人材との交流ができている。 

 

(3) 学習・知的交流の拠点になる－展示更新と情報発信－ 

⑩市民の意向を反映した常設展示の更新計画があり、展示に調査研究の成果が還元されて

いる。 

⑪展示資料の選定と展示構成の意図がわかりやすく、利用者に対して双方向性の高い展示

になっており、展示から新たな発見や気づきがある。 

⑫地域資料を有効活用した企画展や特別展が計画的に実施され、市民の学習意欲に応える

ものとなっている。 

⑬常設展の更新や企画展などについても、市民が自らの意志で参画している。 



⑭情報機器やアプリ等が積極的に導入され、すべての利用者がさまざまな手段で情報を共

有できるようになっている。 

⑮未来館者に対し、来館を促す工夫がされている。 

⑯講座内容が市民のニーズを反映したものとなっている。 

⑰さまざまなメディアを活用し、博物館活動のＰＲが継続されている。 

⑱図書室が調べ学習や個人研究に利用され、図書資料の活用が図られている。 

⑲利用者からの質問・相談に対応できる体制が整っている。 

⑳利用者同士が交流できるスペースや装置等が整備され、相互学習や共同で活動できる環

になっている。 

 

(4) 地域のつながりを活かす－市民参画と地域連携－ 

㉑市民が博物館活動に参画できる体制が構築され、博物館運営の原動力となっている。     

㉒市民学芸員・友の会員を中心に、博物館が学びの拠点となって地域がつながるシステムが

構築されている。 

㉓地域連携によって新たな価値や経済効果が発見・創造され、その成果が発信されている。    

㉔地域の学校と連携し、子どもたちの学びをサポートするとともに、世代間交流が促進され

ている。 

㉕他の社会教育機関・博物館等とのつながりや地域の企業、ＮＰＯ等との交流がより強化さ

れて、市民の学び・交流がサポートされている。 

 

(5) 安心・安全な施設にする－施設の維持管理と来館者への配慮－ 

㉖管理施設の現状が把握されていて、計画的なメンテナンス、修繕、改修等の計画が立てら

れて、施設の維持管理が図られている。 

㉗包括的な社会の実現のため、安全・安心で誰にも優しい施設をめざし、実行できている。 

㉘危機管理マニュアルを整備し、防災訓練を実施している。 

 

(6)博物館の社会的役割を意識する－地域への貢献－ 

㉙周辺の施設等や大学・研究機関等と連携し、市民の憩いの場であり、観光拠点でもある袖

ケ浦公園を生かした魅力的な事業展開が図られている。 

㉚博物館活動と市民活動が一体となった活動を推進し、周辺の遺跡や歴史遺産の解明や深

化に努めるためにボランティアを育成し、魅力的な活動が継続されている。 

㉛収蔵資料や情報・人材を活用し、市民の健康や福祉についても貢献する。 

 

(7)博物館職員の個性を生かし、能力を伸ばす－自己研鑽と研修参加－ 

㉜館長は研修等により最新の情報を収集し、博物館の振興と運営改善に努めている。      

㉝館の特性と需要に見合った専門性を備えた学芸員を適正に配置し、研修等による資質向

上に努めている。 

㉞他機関の学芸員・研究者と交流し研鑽を積む機会や、日頃の研究成果を発表する場が与え

られている。 

㉟館の業務が適切に行われるように、学芸員以外の職員を配置し、研修等による資質向上に



努めている。 


